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令和５年度教育施策（生涯学習分野のみ抜粋）  

 

 小金井市教育委員会は、「教育目標」及び「基本方針」を実現するため「第

３次明日の小金井教育プラン」、「第４次生涯学習推進計画」に基づき、総合

的に教育施策を推進する。  

 

４  「生涯学習」と「文化・スポーツの振興」  

⑴  誰もが生涯学習に親しむ環境づくり  

  ア  ０歳から始まる生涯学習  

    乳幼児とその保護者を対象とした学習メニューの提供をはじめ、子

ども・青少年の居場所や体験機会の提供など、「０歳から始まる生涯

学習」の支援に努める。  

  イ  人生１００年時代を楽しむ生涯学習の推進～子どもから高齢者まで～ 

    子どもから高齢者まで、誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも

学び合えるよう「人生１００年時代を楽しむ生涯学習」の環境づくり

に向けて、図書館・公民館・スポーツ施設等で各種施策の充実に取り

組むとともに、市内の関係機関等と連携し、学びの推進を図る。  

  ウ  共生社会における生涯学習の推進  

    誰もが自分の状況に応じた学習に取り組めるよう、学習と交流活動

の推進を図るとともに、障がいの有無、年齢、性、国籍などに関わり

なく、互いに理解し、尊重し合える社会の実現に向けて、各種講座や

教室、交流機会の充実を図る。  

エ  「新しい日常、新しい生活様式」を踏まえた学びの推進  

    ウィズコロナへの移行を見据え、誰もが、いつでも、どこからでも

安心して学習に参加できるよう、ＩＣＴを活用しながら多様な学習機

会や学習情報を提供するとともに、学習の場の充実を図る。  

⑵  地域と共につくる生涯学習  

ア  学校・地域が連携した生涯学習活動の推進  

    市内の全公立小中学校において「コミュニティ・スクール」制度の

導入とともに「地域学校協働活動」に取り組み、子どもたちの放課後

の居場所づくりの充実に向け、学校と地域が連携した生涯学習活動の

推進を図る。  

  イ  学びの継続と成果の活用の推進  

    市民が学習の成果を活かし、また身近な人や地域のために還元でき

るよう、学習成果の発表や活用機会の充実を図る。  
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ウ  地域団体や学校との連携による学びの推進  

    社会教育関係団体、スポーツ団体及び大学やＮＰＯ法人など、地域

の豊かな活動主体の活動を支援するとともに、連携を通じて市民の多

様な学習ニーズに応じた学習機会の充実を図る。  

  エ  郷土の歴史や芸術・文化に親しむ機会の充実  

    史跡や文化財及び郷土芸能をはじめとした数多くの郷土資源を活

用し、伝統文化や芸能の継承をはじめ、郷土文化に親しむ機会づくり

の充実に努める。  

⑶  生涯学習のネットワークづくり  

  ア  支援者の人材育成とコーディネート機能の充実  

    地域で生涯学習活動を支える地域人材の育成を図るとともに、活動

をけん引するリーダーの育成に努める。また、施設の相互利用など、

近隣市との交流・連携や、友好都市と文化交流など、市外との広域連

携の推進を図る。  

  イ  社会教育施設等の活用の推進  

    図書館や公民館、スポーツ・レクリエーション施設などの既存の社

会教育施設等の有効活用を図り、施設・設備の適切な維持管理、整備

充実に努める。また、生涯学習に関する情報の収集及び発信などの生

涯学習センター機能の整備の推進を図る。  

  ウ  情報発信・相談体制の充実  

    生涯学習に関する必要な情報が手軽に入手できるよう、情報発信場

所や発信方法の工夫と充実を図る。また、市民や団体の、様々な学習

や生活上の不安・悩みの解決に向けて、気軽に相談できる体制づくり

を推進する。  

 

（令和５年２月１４日  小金井市教育委員会決定）  


